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1 はじめに	 
	 近年、スマートフォンやタブレット端末が急

速に普及している。現在の普及している観光地

向けアプリケーションの多くは、全国を対象と

した観光地の紹介、口コミ情報の収集を行って

いる。しかし、人口の多い首都圏や著名な観光

地の紹介が多く、地方都市の観光地の紹介が少

ない。また同様に、人口が多い首都圏や著名な

観光地には多くの口コミが集まるが、地方都市

の観光地には口コミが集まらない。	 

	 先行研究では、先に述べた問題を解決するた

め、地方都市の観光名所の訪問、観光者の観光

行動の範囲の増加を目的としたサービス、農産	 

活用型観光誘導アプリケーション COMAT(Citize-	 

ns	 coOperation	 MApping	 for	 Toyota)[1]を提案	 

した。COMAT の口コミで用いた研究として大平ら

[2]の研究がある。	 

	 COMAT を実証した結果、ただ知名度の低い観光

地を記載するだけではユーザは魅力を感じない

ことが判明した。	 

	 本研究では、ユーザに各観光地を推薦するこ

とにより各観光地を再認識してもらい、知名度

の向上につながることを期待してレコメンデー

ションシステムの開発、導入に至った。レコメ

ンデーションシステムを用いた研究として神蔵

[3]の研究がある。しかし、レコメンデーション
システムを導入するだけでは、地方都市では口

コミ不足によりレコメンドができない可能性が

ある。そのため、地方都市でもレコメンドを可

能にすることを提案する。	 

	 

2 レコメンデーションシステムの構成	 
	 レコメンドシステムの構成として図 1 に示す。

先行研究である COMAT はレコメンドを導入して

いない。COMAT からユーザ情報、口コミ情報を取

得し、Web インタフェースを通してデータベース

(DB 以下 DB と表記する)に格納、本研究のレコ 
	  
 
 

	 
図 1:	 レコメンデーションシステム	 

 
メンデーションシステムでレコメンドを行い、

結果を Web インタフェースを通して DB に格納、

COMAT で各ユーザに適した情報を還元する。 
	 レコメンデーションシステムを構築するにあ

たり、ベースとなるレコメンド対象を考察した。

ベースとなるアイテムは主にモノを対象とする

モノ属性ベース、人を対象とする人ベース、第

三者の意見を対象とするナレッジベースがある。

本研究では、ユーザの口コミを対象とするため

人ベースを採用した。 
	 次に、人ベースの処理方法について考察を行

った。人ベースのモデルは主に条件を元にラン

キングにする人気ランキング型、行動履歴と商

品 DB からパターンを構築し推薦するアクション
アソシエーション型、ユーザの行動履歴を元に

類似しているユーザを検出し推薦するアソシエ

ーション型協調フィルタリング、ユーザに質問

を問いかけ、その回答を元に推薦するアンケー

トベース型がある。本研究では、ユーザの口コ

ミのみでレコメンドをすることが可能なアソシ

エーション型協調フィルタリングを採用した。 
	 これらにあうレコメンデーションシステムと

してユークリッド距離を用いたレコメンデーシ

ョンシステム、類似性ユーザデータベースシス

テムの二種類を採用した。 
	 ユークリッド距離を用いたレコメンデーショ

ンシステムについて、3 章の手順 3 で示す。また、

類似性ユーザデータベースシステムについては、

3 章の手順 4 に示す。 
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図 2:レコメンドのフローチャート図	 

	 

3 レコメンド方式	 
	 レコメンドを行うためのフローチャート図を

図 2 に示す。	 

	 手順 1:	 DB から COMAT に投稿されている口コ

ミを読み込む。	 

	 手順 2:手順 1 から取得したデータから、ユー

ザがこれまでに口コミ投稿を行ったことがある

か判定する。行ったことがある場合、口コミを

使用する。行ったことが無い場合は、ユーザ情

報の年齢、性別を使用する。また、各観光地に

対する口コミがあるか判定する。口コミが 5 件

ある場合、口コミを使用する。口コミが 5 件無

い場合、情報の補填を使用する。	 

	 手順 3:ユーザが訪れたこと(口コミを行ったこ

と)のある観光地から同じ観光地に訪れたことの

あるユーザを二点間の距離の方式より類似度を

算出する。	 

	 手順 4:ユーザが訪れたこと(口コミを行ったこ

と)のない観光地を算出し、手順 3 で算出した類

似度と観光地の評価を掛け合わすことにより、1

人の結果を得ることができる。この結果を新着 5

名の結果を足し合わすことにより、レコメンド

ができる値を得られる。同様に各観光地に結果

を算出する。	 

	 手順 5:結果をランキング順にソートを行い、	 

DB に書き込みを行う。	 

	 手順 6:	 DB から結果を読み込み、COMAT でユー

ザに提示する。	 

	 

4 考察	 
	 本研究では、二種類のレコメンデーションシ

ステムを採用した。ユークリッド距離のみでレ

コメンドを行うと、ユーザがこれまでに訪れた

ことのない観光地を推薦することが可能である

が、ユーザの思考が偏っていた場合、うまくレ

コメンドできない可能性があるため、類似性ユ	 

	 
図 3:レコメンド結果	 

	 

ーザデータベースシステムと併用して使用した。	 

	 また、既存のレコメンデーションシステムで

は、同じカテゴリのものしかレコメンドをする

ことができない。本研究のレコメンデーション

システムでは、ユーザの類似度と評価を使用し

ているので、別のカテゴリの観光地も対応する

ことが可能である。	 

	 これらにより、本研究で得られたレコメンド

結果の例を図 3 に示す。左の表が DB の出力結果

となり、これらをソートし、右の表のように

COMAT でユーザに提示している。	 

	 

5 おわりに	 
	 先行研究で提案した農産活用型観光誘導アプ

リケーション COMAT にレコメンデーションシス

テムを実装し、ユーザ情報の使用、我々が用意

した口コミで補填した。これにより、地方都市

の口コミ不足でもレコメンドが可能とすること

ができた。	 

	 しかしながら、COMAT ユーザの声を更に反映さ

せるため、コメントを分析し、観光地の特色と

して付加させたり、年齢、性別に応じて付加さ

せたりし、コメント数が少なくてもレコメンド

の対象とさせていきたいと考えている。	 
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